
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所マップ 

深大寺・佐須地域環境資源保全・活用について ～未来へつなげたい都心に近い里山「深大寺・佐須ふれあいの里」を目指して～ 

■育成地区における農地等の保全と活用の方針 

(１) 地域の田園風景を保全するため，都市農地の営農継続 

につながる取組を行います 
(２) 国分寺崖線や谷戸の自然環境を保全・活用します 
(３) 地域の環境資源の意義を理解し，その大切さを共有します 
(４) 活動の輪を広げ，環境保全活動を充実します 

 

（１）地域の田園風景を保全するため,都市農地の営農継続に
つながる取組を行います 

 ●地域に残る農の風景を楽しめるスポットを紹介するパンフレットや市報等を活用

し，農に親しむ環境づくりを進めます。 

 

●農産物直売所マップを配布するなど，地産地消，地域農産物の流通等を 

促進します。 

●新たな農地保全制度の研究を図るなど，都市計画制度を活用した農の風景を

継承する取組を進めます。 

 

●農業用井戸（防災兼用）の活用により用水路の水量を確保するなど， 

営農環境の確保を図ります。 

（２）国分寺崖線や谷戸の自然環境を保全・活用します 

●崖線の緑，湧水などの貴重な自然環境や農の風景をまもり，生物多様性を 

保全します。 

 

●雨水浸透設備の設置等による湧水保全の取組を推進します。 

（３）地域の環境資源の意義を理解し，その大切さ

を共有します 

 
●都市農地，崖線の緑地，谷戸や里山といった田園風景と調和し

た景観形成の取組を推進します。 

 

●地域の自然・農業・歴史等の魅力を発信するため，設置した案内

（説明）看板を活用するなど，回遊性の向上を図ります。 

●市民団体や市民との連携・協働による雑木林等の環境保全活動

を充実します。 

 

●「崖線樹林地保全管理計画（深大寺自然広場）」に基づき，

深大寺自然広場の保全管理を行っていきます。 

 

●マルシェなどの農業イベント等の開催により，地域コミュニティの醸成

を図ります。 

●学校や市民団体等と連携した子どもたちの農業体験の場づくりを

推進します。 

（４）活動の輪を広げ，環境保全活動を充実します 

 

●多くの市民が農と触れ合うことができる拠点として農業公園を開設

します。 
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【１ 農地の現況】
１ 所在地 調布市深大寺南町2-19-3ほか

２ 面積 2,420.36㎡

竹林→約54％（約1,300㎡）

畑→約46％（約1,100㎡）

３ 現況

東側は竹林で，春には筍を収穫。また，伐採した竹を保育園や福祉施設に七

夕飾り用に提供している。なお，竹林には茗荷が自生し，収穫している。

西側は畑で，トマト，オクラ，カボチャ，インゲンなど旬な季節野菜を生産。

４ 周辺環境

当該地は，北側の「農業公園（北）」，西南側の「かに山キャンプ場」，

東側の「屋敷林（民地）」に囲まれている。

《深大寺・佐須地域における公有地化について》

【２ 農地の保全・活用に関する基本

方針】
・ 竹林と畑は現状のまま保全し活用

・ 周辺環境も含め，現風景を保全

・ 次世代を担う子どもたちの農業体験と

生物多様性保全への理解の機会を提供

【３ 農地活用について】
１ 農地活用の方向

(1) 農地の保全・活用に関する基本方針を踏まえ，竹林・畑を現況のまま

保全しつつ活用

(2) 竹林は，「筍狩り体験」の実施，七夕の季節に保育園や福祉施設へ七

夕飾り用の竹の提供を継続

(3) 畑は，次世代を担う子どもたちに土づくりから，作付け，除草，収穫，

実食までの農業体験を通して，都市農業と生物多様性の保全の理解を促

進（現在，柏野小北側公有地で実施している「（仮称）こども畑サー

クル」のスペースが狭小となっているため，当該地において拡充して展

開）

【「(仮称)こども畑サークル」】
「こども畑サークル」は，小学校の児童に，畑の土づくりから，作付け，除草，収穫，実食まで一

貫して体験し，さらに，耕作時に出会った生き物に触れることで，都市農業と生物多様性の保全につ

いて理解促進を図る取組として令和５年度から試行実施している。

令和５年５～７月に，希望する柏野小学校児童を対象として，週１回放課後に実施した。

《令和５年度 市民を対象とした農業体験》

【市民対象：田植えの様子】

【こども畑サークル：除草の様子】 【こども畑サークル：収穫の様子】

【柏野小学校北側公有地での農業体験の様子】

民有地

畑
田

柏野小学校北側公有地面積（2399.62㎡）

こども畑サークル利用範囲

柏
野
小
学
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出典：Googleマップ

対象生産緑地等

深大寺・佐須地域農の風景育成地区

【竹林】

【畑】


